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マイファームについて｜企業概要

社名 株式会社マイファーム（英名 : MYFARM Inc.）
創業 2007年9月26日
資本金 1億9750万円
主要取引銀行 りそな銀行、京都信用金庫、京都銀行、三井住友銀行、日本政策金融公庫
主な株主 株式会社ツムラ 株式会社マイナビ 自然電力株式会社等
京都オフィス 京都府京都市下京区朱雀正会町1番1号KYOCA会館3階
東京オフィス 東京都港区三田二丁目14番5号フロイントゥ三田508号室
福岡オフィス 福岡県福岡市博多区博多駅東一丁目14番3号 第2サンライト東口ビル1F
沖縄オフィス 沖縄県那覇市久茂地1-1-1 パレットくもじ9F
社員数 236名（うちアルバイト158名）※2023年8月末時点
役員 代表取締役 西辻 一真

専務取締役 浪越 隆雅
取締役 石原 北斗、林 久美、瀧口 直人
監査役 谷 則男、本木 賢太郎（AGRI法律会計事務所代表）、末松 広行（元農林水産省 農林水産事務次官）
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マイファームについて｜事業概要
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農山漁村振興交付金_都市農業振興Bento事業（農林水産省_R3）

有機農業新規参入者技術習得支援事業(農水省_R3)
有機JAS認証取得を目指す農業者に対し、
「有機JAS講習会の受講料」や「ほ場実地
検査の検査料」を補助することで技術習得
を促す事業を実施

都市部住民に対し、都市農業と連携した「食や
体験の機会」を提供することで、農業に関する
興味関心を得る。都市部で作られた農産物を使
用した弁当の企業向け提供、農業体験の実施。

女性が変える未来の農業推進事業（農水省_R4当初）
女性の就農環境改善緊急対策事業（農水省_R3補正）

全国の女性農業者、今後新規で農業界に入る女性を
増やすため、各生産現場への設備の拡充のための
交付金配布や、経営者の女性受入マニュアル作成、
研修会の開催などを実施。

全国各地での農業経営塾の運営（各県農政課等_R4）
全国の農業者等に向けた、スキルアップのための農業経営塾の
開催。農業経営、スマート農業関連など、各県の生産者の状況
に合わせてカスタマイズ実施。

環境調和型農業等に関するオンライン講座作成委託事業（農水省_R4）
農業に興味を持ち始めた人、また、農業経営をよ
りよくしていきたい人など、複数の対象に対して、
オンライン講座の教材を作成。事業継承、BCP、
働き方改革など、今の農業現場に求められる知識
を得られる機会を作る。

教育訓練プログラム開発事業（厚生労働省_R2）
「働きながら学ぶ」をテーマとして、就農後も農業経営
を学べる場所をつくるために、厚生労働省の委託を受け
て実践的な教育訓練プログラムの開発、提供を行う。

沖縄県特別栽培農産物認証の栽培マニュアル作成委託業務（沖縄県_R4）
沖縄県において、農産物の特別栽培をより一般的にするた
め、実証圃場を県内３か所設け、栽培実証、及びデータ等
の収集を行う。３年間かけ、集めたデータを元に、生産者
向けの栽培マニュアルを作成する。

農業労働力産地間連携等推進事業(農水省_R3補正）
農業労働力確保支援事業（農水省_R4当初）
労働力確保が難しい産地同士で人員を行き来させ、交通費や宿泊費に関連
する助成金の配布を実施、産地ごとの繁閑の差を埋める取り組みを実施。

宮古島市農林水産物流通・加工に関する基礎調査業務
（宮古島市_R3）
宮古島市における、農林水産物の地域内消費、及び地域外出荷の
現状を把握し、地域全体利益の最大化に関する調査・検討を行い、
中長期的な戦略を策定する。

おきなわ農林水産物マーケティング支援事業(沖縄県_R4）
沖縄県の農林水産物の販売促進を目的とし、沖
縄県が定める戦略品目の流通構造の変化等の把
握を行う。そして、把握した流通構造の変化に
応じた戦略を策定。さらに、その戦略を元に、
実際に県内、県外のマーケットに対し、農林水
産物の販売プロモーションを実施。

「滋賀の食材」首都圏プロモーション業務委託(滋賀県_R4）
滋賀県の農林水産物を広く周知するため、
首都圏を中心とした飲食店で滋賀県食材を
活用したメニュ―開発やフェアを開催、消
費者に情報と共に滋賀県の食材のPRを行っ
た。

マイファームについて｜事業概要
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取り組み事例紹介

事例①

〈R１～R３〉沖縄県特別栽培農産物認証の栽培マニュアル作成委託業務事業
〈R４～〉令和４年度特別栽培農産物認証等推進・普及事業

事例②

2019年～ 丹波市立 農の学校 学校運営



MYFARM,Inc.

Copyright© 2024 MY FARM , Inc. All rights reserved 6

事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
事業の目的

実施内容

・全国的に有機農業・特別栽培を中心に環境保全型農業の展開が求められている（国の方針＆マーケット側のニーズ増）。
・沖縄においては病害虫が発生しやすい環境に加えて、土壌環境も他県と異なり、沖縄県独自の総合的な技術整理が必要である。
・特別栽培農産物の栽培マニュアルを作成することで、栽培技術の向上、および生産者の収益向上を達成する。

〈R４～〉令和４年度特別栽培農産物認証等推進・普及事業

〈R１～R３〉特別栽培農産物認証向上・発展事業

実施内容

①ゴーヤー、サヤインゲン、トマト、カボチャ（露地）、オクラ（露地）の特別栽培マニュアルの作成・リリース

②①の栽培マニュアルを基に農家での実証栽培・普及

③マニュアル作成の新規品目としてピーマン、キュウリ、ニンジン、葉もの２種をモデル圃場にて検証栽培及びマニュア
ル作成

④生産者のヒアリングや検討会、メーカーとの技術開発、県と連携した技術確認／情報交換、などを実施

①県内3か所にモデル圃場を設置し特栽技術の実証を行い、各品目の栽培マニュアルの作成
【施設】
ジャーガル：ゴーヤー、サヤインゲン、カボチャ（露地）、オクラ（露地）
島尻マージ：ゴーヤー、サヤインゲン、カボチャ（露地）、オクラ（露地）
国頭マージ：サヤインゲン、トマト、カボチャ（露地）

②生産者のヒアリングや検討会、メーカーとの技術開発、県と連携した技術確認／情報交換、などを実施
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・琉球産経株式会社
・琉球肥料株式会社
・株式会社くみき
県内情報提供、資材検討、栽培マニュアル中身作
成協力、検討会参加、勉強会参加等

進捗管理
意見交換

事業内容決定

実証ほ場の
検証アドバイス

事業進捗管理、モデルほ場運営
実証生産者の管理・フォロー
その他事業に関する調整全般

〈運営主体〉
株式会社マイファーム

事業管理・方針決定、検討会参加、
県関係者調整等

営農支援課

・沖縄県農業研究センター
・沖縄県農業改良普及センター
・JAおきなわ
県内情報提供、生産者紹介、検討会参加、勉強会
参加等

〈栽培・普及〉

〈県内資材・栽培〉

・沖縄協同青果株式会社
情報提供、JAおきなわ調整、検討会参加、勉
強会参加等

〈流通〉

意見交換
事業内容遂行

各品目生産者

〈栽培実証・情報提供〉

・スガノ農機
・ONE Drop Farm（千葉県）※土づくり
・No-Ra（神奈川県）※生産管理
・マイファームの繋がりがある県外生産者
勉強会、検討会、圃場指導等で誘致予定

〈県外指導者、他〉

事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み

モデル圃場設置
・

モデル圃場設計

項目 特栽区 慣行区
土づくり 心土破砕・緑肥 堆肥
施肥管理 基肥を有機質肥料に置き換え

追肥は化成＋有機
県慣行基準の施肥

病害虫管理 IPMを基にした技術導入 慣行体系の農薬散布
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心土破砕の導入／緑肥の導入効果、タイミング、すき込み方法などの検証

土づくり

圃場見学会の開催

病害虫管理

選択制殺虫剤の利用と、土着天敵のモニタリング／慣行と特栽でリサージェンスによる違いが出ている

特栽区 慣行区

事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み

心土破砕実演勉強会
（講師：スガノ農機）

2022/7/5,6実施
農研センター、県普及所、JA指導員等多数参加
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み



MYFARM,Inc.

Copyright© 2024 MY FARM , Inc. All rights reserved 15

事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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事例①沖縄県特別栽培関連の取り組み
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沖縄県営農支援課HPで閲覧できます
https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/
eino/kankyo/tokusai_manual.html

『沖縄 特栽 マニュアル』で検索

沖縄県特別栽培農産物 栽培マニュアル 基礎技術編

https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/eino/kankyo/tokusai_manual.html
https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/eino/kankyo/tokusai_manual.html
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取り組み事例紹介

事例①

〈R１～R３〉特別栽培農産物認証向上・発展事業
〈R４～〉令和４年度特別栽培農産物認証等推進・普及事業

事例②

2019年～ 兵庫県丹波市立 農の学校 学校運営
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事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み

丹波市立農の学校は、丹波市が設置し株式会社マイファームが
指定管理業者として学校運営及び施設運営を行っています。

農の学校では、卒業生ひとり一人が、農と食に関わる仕事を通じて、
ほかの誰のものでもない自分自身の「幸福」を実現できるようになることを人材育成のゴールとする。
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事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み

○施設
校舎/資材ハウス/育苗ハウス/栽培ハウス3棟

○圃場
14圃場/2.0ha

○機械
トラクター（25馬力）/マルチャー/ハンマーナイ
フモア/スパイダーモア/一輪管理機/動力噴霧器/
デイトナ/刈払機4台/フレールモア/プラウ/プラソ
イラ/ほか
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事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み

人口 62,008人
面積 493.28K㎡
山林 75.3%
農地 11.4%

日本海
氷上回廊
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事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み

土地利用の状況

57.7%

6.6%

3.9%

1.5%
1.1%

16.2%

12.9%

農地（田）の利用状況

水稲

小豆

黒大豆

果樹

麦

不作付地

その他

丹波市農林振興課資料

主要農業産出額
（推計）
• 水稲 30.8億円

県下２位
• 豆類 9.8億円

県下２位
• 花き 8.3億円

県下１位
• 畜産 53.1億円

県下３位
• 合計 114.0億円

兵庫県農林水産統計(R2)
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事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み

◆丹波市の有機農業の歴史

丹波市の有機農業の歴史は、市島地域に市島有機農業研究会が発
足した1975年に遡る。
公害問題、食品汚染に世の中の関心が高まっていた当時、「消費

者と信頼関係を結んでやっていきたい」との思いを共有した30数軒
の農家が結成したのが市島有機農業研究会。
その後、丹波市が発足したことに伴ない、2008年には「丹波市有

機農業研究会」が発足し、「丹波市有機の里づくり推進協議会」が
あわせて設立されたことにより、市内でも様々な取り組みが行われ
ることとなり、丹波市の有機農業の新しい歴史が始まった。

年間を通じて発生する丹波霧と昼夜の寒暖差が、農作物の旨味を
引き出します。この気候風土から、全国に名高い丹波ブランドの農
作物や歴史に裏付けされた品質の高い有機野菜が生まれる。



MYFARM,Inc.

Copyright© 2024 MY FARM , Inc. All rights reserved 26

事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み
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【丹波市有機の里づくり推進協議会調べ】

国際水準の有機農業の取組面積（a） 有機JAS認証ほ場面積（a）
有機農業者数（人） 有機JAS認定農家戸数（戸）
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「丹波市立農の学校」の特色

特色その②
農業界トップの豪華講師陣

特色その①
全日制の超実践型カリキュラム

特色その③
学びの環境徹底サポート制度

事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み
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特色その①：全日制の超実践型カリキュラム

農業の原理原則を学ぶ

栽培実習/実地研修

経営のノウハウを
身に付ける

経営戦略座学

地域と共に生きる

地域経営研修
農業の「原理原則」を学び、
環境に対応できる真の実力を養います

経営に必要な知識の他、データ分析を
駆使し、戦略的な経営の実践に取り組
みます

里山のゆたかな資源を生かし、地域全
体の持続的な経営を考えます

1年間を通じて、有機農業の技術、経営を学びながら、受講生が主体的に関わって
2.0haの圃場を管理、運営します。栽培した作物は自分たちの手で販売、出荷。
多角的に経営のイメージを掴みます。

丹波市立農の学校は有機JASの認証を取得しています。

事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み
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農の学校ほ場栽培実習

学校ほ場にて、年間の作付計画をベースに
少量多品目の野菜栽培を行います。
講師は、農の学校専任講師が務めます。

栽培講習・機械講習

農業技術の基礎から応用まで。農業の「原理原則を知
る」ための座学講義を、アクティブラーニング方式で
行います。

座学講義（農業経営）

農地法等関連する法制度、流通販売についてなど、体
系的な農業経営に関する講義を受講します。

地域のなりわい講座

丹波ならではの「地域のなりわい(仕事)」
に注目し、農業を軸に、地域全体を考える
広い視野を身につけます。

カリキュラム内容

座学講義（農業技術）

農業技術の基礎から応用まで。農業の「原理原則を知
る」ための座学講義を、アクティブラーニング方式で
行います。

地域マスター・プロ農家研修

オーガニック農業法人や、地域の特産品栽培に取り組
む地域の先輩農家と共に
実際の農業経営の現場に入ります。

事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み
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事例②兵庫県丹波市公設民営特別栽培関連の取り組み
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栽培講習/機械講習
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マスター/プロ農家研修
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農業技術/ゼミナール
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農業経営
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なりわい講座
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学校風景
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学校風景
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学校風景
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年間スケジュール

前期 ４～９月
農業の基礎を身に付ける期間
農業の身体づくりをする期間

後期 １０～３月
「問い」を持って学びを深める期間
自身の進路に向けて計画を立てる期間
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受講生情報（現役生含む）

男
83%

女
17%

性別

10代
6%

20代
17%

30代
28%

40代
28%

50代
13%

60代
8%

年代（年代別）
丹波市

4%

兵庫県

（丹波市

以外）

28%

関西（兵庫

県以外）

42%

その他

（関東、

東海、九

州など）
26%

入学前居住地
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卒業生進路実績（卒業生のみ）

丹波市 60%
丹波篠山市2%
三田市 2%
洲本市 2％
神戸市 7%
大阪府 5%
京都府 5%
奈良県 2％
和歌山県 2％

神奈川県 2%

卒業後居住地（就農地）

富山県 2%

福岡県 2%

独立就農
55%雇用就農

29%

半農半X
11%

その他 5%

進路実績青森県 2%
島根県 3%
愛媛県 2%
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「丹波市立農の学校」学校概要

開講期間 2024年4月～2025年3月（１年間／2学期制）
2024年4月5日（金） 入学式・オリエンテーション
2025年3月11日（火） 卒業式・卒業発表
【前期】2024年4月5日（金）～ 2023年9月30日（月）【後期】2024年10月1日（火）～ 2025年3月11日（火）

開講場所 農の学校 校舎および圃場（兵庫県丹波市市島町上田）
総受講時間 1607時間／ 週5日程度／ 全日制（2023年度実績）
カリキュラム ・座学講義 207時間（2023年度実績）

（農業技術36時間／ 栽培講習66時間／農業経営・データ活用78時間／ 営農計画策定・ゼミナール27時間）
・栽培実習・実践（圃場実習／ マスター農家研修／プロ農家研修／ 機械講習／ 振り返り）1352時間
・地域のなりわい講座 48時間
※開講時間及びカリキュラムは予告なく変更になることがございます。

課外プログラム日本農業技術検定受験（2・3級）／ 農業簿記検定受験（3級）／有機JAS講習会（資格講習）
地域プロ農家での短期研修 ／イベント参加、マルシェでの販売実践等

定員 20名（第6期生）
入学要件 18歳以上の方／ 高等学校卒業程度の学力を有すること／ 健康状態が良好であること

※願書等により、選考の上受講生を決定します。

費用 受講料 670,000円（『農業技術の教科書』及び学校指定教科書代金含む）
日本農業技術検定2・3級受験料 7,330円／農業簿記検定3級受験料 1,650円／有機JAS講習会受講料 11,000円
※以上、価格はすべて税込
※講義会場までの往復交通費については各自のご負担となります。

傷害保険料 およそ15,000円（非課税）
※不慮の事故や怪我に備え、全員に加入いただいております。
※確定金額とお支払方法のご案内は2024年3月を予定しております。
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